

	


	


	羅生門

	楠山正雄










	
		Guide

		
				目次

				扉

				本文

		

	
	
		目　次

		
				羅生門

		

	







　　　　　一




　頼光らいこうが大江山おおえやまの鬼おにを退治たいじしてから、これはその後のちのお話はなしです。

　こんどは京都きょうとの羅生門らしょうもんに毎晩まいばん鬼おにが出るといううわさが立たちました。なんでも通とおりかかるものをつかまえては食たべるという評判ひょうばんでした。

　春はるの雨あめのしとしと降ふる晩ばんのことでした。平井保昌ひらいのほうしょうと四天王てんのうが頼光らいこうのお屋敷やしきに集あつまって、お酒さけを飲のんでいました。みんないろいろおもしろい話はなしをしているうちに、ふと保昌ほうしょうが、

「このごろ羅生門らしょうもんに鬼おにが出るそうだ。」

　といい出だしました。すると貞光さだみつも、

「おれもそんなうわさをきいた。」

　といいました。

「それはほんとうか。」

　と季武すえたけと公時きんときが目を丸まるくしました。綱つなは一人ひとり笑わらって、

「ばかな。鬼おには大江山おおえやまで退治たいじてしまったばかりだ。そんなにいくつも鬼おにが出てたまるものか。」

　といいました。貞光さだみつはやっきとなって、

「じゃあ、ほんとうに出たらどうする。」

　とせめかけました。

「何なにひと、出たらおれが退治たいじてやるまでさ。」

　と綱つなはへいきな顔かおをしていいました。貞光さだみつと季武すえたけと公時きんときはいっしょになって、

「よし、きさまこれからすぐ退治たいじに行け。」

　といいました。

　保昌ほうしょうはにやにや笑わらっていました。

　綱つなは、その時とき

「よしよし、行くとも。」

　というなり、さっそく鎧よろいを着きたり、兜かぶとをかぶったり、太刀たちをはいたり、ずんずん支度したくをはじめました。

　綱つなも、外ほかの三人にんもみんなお酒さけに酔よっていました。

　貞光さだみつは、その時ときあざ笑わらいながら、

「おい、ただ行ったって、何なにかしょうこがなければわからないぞ。」

　といいました。綱つなは、

「じゃあ、これを羅生門らしょうもんの前まえに立たててくる。」

　といって、大おおきな高札たかふだを抱かかえて、馬うまに乗のって出かけました。

　真まっ暗くらな中を雨あめにぬれながら、綱つなは羅生門らしょうもんの前まえに来きました。そして門もんの前まえを行ったり戻もどったり、しばらくの間あいだ鬼おにの出てくるのを待まっていました。けれどいつまでたっても、鬼おにらしいものは出て来きませんでした。綱つなはひとりで笑わらって、

「はッは、鬼おにめ、こわくなったかな。やはり鬼おにが出るというのはうそなのだろう。まあ、せっかく来きたものだから、高札たかふだだけでも立たてて帰かえろう。」

　と独ひとり言ごとをいいながら、門もんの前まえに高札たかふだを立たてました。

「やれやれ、つまらない目にあった。」

　綱つなはぶつぶついいながら、そのまま帰かえって行こうとしました。あいにく雨あめが強つよくなって、風かぜが出てきました。真っ暗くらな中で綱つなは、しきりに馬うまを急いそがせました。

　ふと綱つなの乗のっていた馬うまがぶるぶると身みぶるいをしました。そのとたん、ずしんと何なにか重おもたいものが、後うしろの鞍くらの上に落おちたように思おもいました。おやと思おもって、綱つながそっとふり向むくと、なんだかざらざらした堅かたいものが顔かおにさわりました。それといっしょにいきなり後うしろから襟首えりくびをつとつかまれました。

「とうとう出た。」

　綱つなはこう思おもって、襟首えりくびを押おさえられたまま鬼おにの腕うでをつかまえて、

「ふん、きさまが羅生門らしょうもんの鬼おにか。」

　といいました。

「うん、おれは愛宕山あたごやまの茨木童子いばらぎどうじだ。毎晩まいばんここへ出て人をとるのだ。」

　と、鬼おにはいうなり綱つなの襟首えりくびをもって空そらの上に引ひき上あげました。

　引ひき上あげられながら綱つなはあわてず刀かたなを抜ぬいて、横よこなぐりに鬼おにの腕うでを切きりはらいました。その時ときくらやみの中で「ううん。」とうなる声こえがしました。そのとたん綱つなはどさりと羅生門らしょうもんの屋根やねの上に落おとされました。

　その時ときはるかな黒雲くろくもの中で、

「腕うでは七日なのかの間あいだ預あずけておくぞ。」

　と鬼おにはいって、逃にげて行きました。

　綱つなはそろそろ屋根やねをおりて、その時ときまでもしっかり襟首えりくびをつかんでいた鬼おにの腕うでを引ひきはなして、それを持もって、みんなのお酒さけを飲のんでいる所ところへ帰かえって行きました。

　帰かえって来くると、みんなは待まちかまえていて、綱つなをとりまきました。そして明あかりの下へ集あつまって鬼おにの腕うでをみました。腕うでは赤あかさびのした鉄てつのように堅かたくって、銀ぎんのような毛けが一面いちめんにはえていました。

　みんなは綱つなの武勇ぶゆうをほめて、また新あたらしくお酒さけを飲のみはじめました。
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「七日なのかの間あいだ腕うでを預あずけておくぞ。」

　こういい残のこした鬼おにの言葉ことばを綱つなは忘わすれずにいました。それで万一まんいち取とり返かえされない用心ようじんに、綱つなは腕うでを丈夫じょうぶな箱はこの中に入いれて、門もんの外そとに、

「ものいみ」

　と書かいて張はり出だして、ぴったり門もんを閉しめて、お経きょうをよんでいました。

　六日むいかの間あいだは何事なにごともありませんでした。七日なのかめの夕方ゆうがたにことことと門もんをたたくものがありました。綱つなの家来けらいが門もんのすきまからのぞいてみますと、白髪しらがのおばあさんが、杖つえをついて、笠かさをもって、門もんの外そとに立たっていました。家来けらいが、

「あなたはどなたです。」

　と聞ききますと、おばあさんは、

「綱つなのおばが、摂津せっつの国くに渡辺わたなべからわざわざたずねて来きました。」

　といいました。

　家来けらいは　気きの毒どくそうに、

「それはあいにくでございました。主人しゅじんはものいみでございまして、今晩こんばん一晩ひとばん立たつまでは、どなたにもお会あいになりません。」

　といいました。するとおばあさんは悲かなしそうな声こえで、

「綱つなは小ちいさい時とき母ははに別わかれたので、母親ははおやの代かわりにわたしがあの子を育そだててやったのです。それが今いまはえらい侍さむらいになったといって、せっかく遠方えんぽうからたずねて来きても会あってはくれない。このごろはめっきり年としをとって、こんどまた会あおうといっても、それまで生いきていられるかおぼつかない。ああ、ざんねんなことだ。」

　といいながら、とぼとぼ帰かえって行こうとしました。

　綱つなは奥おくでおばさんのいうことをすっかり聞きいていました。聞きいているうちに気きの毒どくになって、どうしても門もんを開あけてやらずにはいられないような気きがしました。それで自分じぶんが出て行って、門もんを開あけてやって、

「よくいらっしゃいました。」

　といって、奥おくへ通とおしました。

　おばさんはうれしそうに入はいって来きて、久ひさし振ぶりのあいさつがすむと、

「さっき、ものいみで門もんをあけないといったが、あれはどういうわけなのだね。」

　と聞ききました。

　綱つなは鬼おにのことをくわしく話はなしました。おばさんはだんだんひざを乗のり出だしながら聞きいていましたが、

「まあ、不思議ふしぎなこともあるものだね。だがわたしの育そだてた子がそんなえらい手柄てがらをしたかと思おもうと、わたしまでうれしいとおもうよ。ついでにその鬼おにの腕うでというのを見みたいものだね。」

　といいました。

　綱つなは気きの毒どくそうな顔かおをして、鬼おにのいい残のこした言葉ことばがあるので、今日きょう七日なのかのものいみが明あけるまでは、だれにも見みせることができないというわけを、ていねいにいって断ことわりました。するとおばさんは悲かなしそうな顔かおをして、

「まあ、よくよく縁えんがないのだね。なにしろ年としを取とって生おい先さきの短みじかい体からだだからね。しかたがない、あきらめましょう。」

　と、しおれ返かえっていいました。

　その様子ようすをみると、綱つなはまたどうしても鬼おにの腕うでを出だして見みせなければならないような気きになって、

「ではせっかくだから、ちょっとお目にかけましょう。」

　といって、箱はこをおばさんの前まえに持もち出だして、ふたをあけました。

「どれ、どれ。」

　とおばさんはいって、つとそばによりました。そしてしばらくじっと箱はこの中をのぞき込こみながら、

「まあ、これが鬼おにの腕うでかい。」

　といって、いきなり左ひだりの腕うでを伸のばして、腕うでを取とりました。

　綱つながはっと思おもう間まに、おばさんはみるみる鬼おにの姿すがたになって、空そらに飛とび上あがりました。そして綱つなが刀かたなを取とって追おいかけるひまに、破風はふをけ破やぶって、はるかの雲くもの中に逃にげて行きました。

　綱つなはくやしがって、いつまでも空そらをにらめつけていました。

　でも鬼おにはそれなりもうふっつりと姿すがたを現あらわしませんでした。都みやこの中でも鬼おにのうわさはぱったり止やみました。
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